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外構計画（１）

雨水貯留槽設置箇所

貯留層からの排水方向

【雨水排水計画】

・周辺には大雨時に溢水する箇所があるため、周辺道路からの雨水を一定量

雨水貯留槽に受け入れる計画とする

・敷地を、倉賀野堰用水路と佐野堰用水路で３分割し、それぞれのエリア

において、雨水貯留槽を計画

・雨水貯留槽の容量は、都市計画法の開発許可基準等に準拠

・開発後の流出雨水について、降雨時に全量貯留し、排水先の水路や排水管

に余裕がある時に排水

【造成計画】

・基礎工事、舗装工事や雨水貯留槽などによる発生土は、敷地外に搬出

することなく、敷地内で有効利用できるよう計画

・建物レベルから敷地境界へ０．５％～２．０％の排水勾配を設定し、

建物に周辺地盤からの雨水が流入しないよう計画

・設計ＧＬを、標高９３．０ｍ、建物周囲の地盤を、標高９１．５～

９２．６程度とする
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外構計画（２）

【緑地計画】

・群馬の特徴である山の風景（北）、平地の風景（南）をモチーフに、群馬の縮景として植栽を表現

・緑道を歩きながら、群馬県の四季を感じられるよう、県の木や花を中心とした植栽を配置をバランス良く配置

・工事に支障のある樹木については、伐採とするが、サクラなど、隣地との境界にある樹形の整っているものに

ついては、保存を検討

山の樹木（モミジ等）
を中心に植栽

平地の樹木（ハナミズキ等）
を中心に植栽

・樹木は、県内で生産されているものを中心に用いる

・群馬の歴史が感じられるレンガ材を、緑道にアクセントとして用いる

南

北




